
授業科目名 乳児保育Ⅱ
科目コード K1202P17

英文名 Infant CareⅡ

科目区分 子ども育成の内容・方法

職名 講師  担当教員名 竹田 好美  

学部 子ども育成学部 学科 子ども育成学科

曜日 木曜日  時限 2限目  

開講時期 2年前期 授業の方法 講義

必修・選択 選択 単位数 1単位

授業の概要

乳児保育Ⅰでの学びを踏まえ、３歳未満児の発育・発達の過程や特性を踏まえた援助や関わりの基本的な考え方について学
ぶ。また、養護及び教育の一体性を踏まえ、３歳未満児の子どもの生活や遊びと保育の方法、環境構成、乳児保育における
配慮の実際について、具体的に学ぶ。適宜小グループに分かれ、テーマについて討論したり、事例検討を行ったり、指導計
画を作成したりすることを通して理解を深めていく。
（科目担当教員：幼稚園教諭の実務経験あり）

キーワード ①３歳未満児の発育・ ②援助や関わりの基本 ③生活や遊びの環境 ④計画の作成 ⑤

到達目標

①３歳未満児の発達・発育の過程や特性踏まえた援助や関わりの基本的な考え方について理解することができる。（30％）

②３歳未満児の保育の内容や方法、乳児保育における配慮の実際について具体的に理解することができる。（50％）

③乳児保育における計画の作成について具体的に理解することができる。（20％）

 

 

卒業要件・資格関連等

卒業要件 幼稚園教諭 保育士 小学校教諭 社会福祉士 スクール
ソーシャルワーカー

  ◎    

ディプロマポリシー ②教育・保育・福祉の専門職としての資質・能力（専門性の向上）  

カリキュラムポリシー ②子ども育成の理論と実践 ③子どもの発達と相談支援

キー・コンピテンシー（重視する能力）

コミュニケーション力 協働力 課題解決力 人間理解力 教育支援力

○ ○ ○ ◎ ◎

教授方法（授業方法）

知識教授型 対話型授業 演習・反復型授業 グループ演習 地域ﾌｨｰﾙﾄﾞ
ﾜｰｸ

授業外学修指導・
自主活動

○ ◎ ◎ ◎   



授業計画

回数 授業内容 詳細 標準時間

第1回

オリエンテーション　　　乳児保育Ⅰでの学びの確認　／　子どもの遊びの充実を図るために　－手作りおもちゃ発表会－

【予習】乳児保育Ⅰでの学びをまとめておく。
乳児保育Ⅰでの課題、手作りおもちゃの設計図とおもちゃを完成させ、発表の準備をしておく。 90分

【復習】第１回の授業についてまとめる。 90分

第2回

乳児と保育者の関わりの基本　（1）主体性を尊重した関わり

【予習】授業内容に関する教科書の内容を確認しておく。 90分

【復習】第２回の授業についてまとめる。
ワークシートを完成させる。 90分

第3回

乳児と保育者の関わりの基本　（2）共感的・応答的な関わり

【予習】授業内容に関する教科書の内容を確認しておく。 90分

【復習】第３回の授業についてまとめる。
ワークシートを完成させる。 90分

第4回

乳児保育における生活と遊びの実態　（1）1日の流れと生活や遊びを支える環境構成

【予習】授業内容に関する教科書の内容を確認する。 90分

【復習】第４回の授業についてまとめる。
乳児期における子どもの生活や遊びにおいて、保育者が配慮すべきことについ年齢ごとにまとめておく。 90分

第5回

乳児保育における生活と遊びの実態　（2）生活や遊び、乳児同士の関わりに対する発達・発育を踏まえた援助

【予習】授業内容に関する教科書の内容を確認しておく 90分

【復習】第５回の授業についてまとめる
第４回・第５回の授業での学びをベースに、乳児期における子どもの生活や遊びにおいて、保育者が配慮すべきことについ年齢ごとにまとめておく。 90分

第6回

乳児保育における保育の計画の実際　（1）保育所・認定こども園における計画の実際

【予習】授業内容に関する教科書の内容を確認する。 90分

【復習】第６回の授業についてまとめる。
ワークシートを完成させる。 90分

第7回

乳児保育における保育の計画の実際　（2）記録から計画を作成する

【予習】授業内容に関する教科書の内容を確認しておく。 90分

【復習】第７回の授業についてまとめる
指導案を作成する。 90分

第8回

乳児保育における連携・協働の実際

【予習】授業内容に関する教科書の内容を確認しておく 90分

【復習】第8回の授業についてまとめる 90分



第9回

期末試験

【予習】  

【復習】  

第10回

 

【予習】  

【復習】  

第11回

 

【予習】  

【復習】  

第12回

 

【予習】  

【復習】  

第13回

 

【予習】  

【復習】  

第14回

 

【予習】  

【復習】  

第15回

 

【予習】  

【復習】  

第16回

 

【予習】  

【復習】  



評価方法 平常点（受講態度・提出物等）（50％）、期末試験（50％）で総合的に評価する。到達目標については、富山国際大学成績
評価基準に従って評価する。

使用資料
＜テキスト＞

①阿部和子・大方美香　編著
『乳児保育の理論と実践』　　光生館

使用資料
＜参考図書＞

文部科学省『幼稚園教育要領解説』平成30
年（フレーベル館）

授業外学修等 上記時間外においても、授業内容等に関して予習、復習、準備などに積極的に取り組むこと。

授業外質問方法 オフィスアワー、メールまたは直接研究室に訪ねて質問してください。　takeda@tuins.ac.jp

オフィス・アワー 月曜４限　(E301 竹田研究室）
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